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背景

身体機能が低下している高齢者は自転車転倒リスクが高く（Sakurai et al, 2019, 木下ら, 2016）、

一方で身体機能が良好で活動量が高い高齢者の転倒リスクも高いとされている（木下ら, 2016）。

活動量が高い高齢者における、転倒リスク上昇の原因は明らかにされていない。

本研究では自転車走行時のふらつきの自覚に着目し、身体機能や走行時の不安定性を評価する。

ふらつきの自覚と自転車転倒のリスクを明らかにすることで、今後の転倒予防につなげていく。

活動量の高い高齢者23名を「自転車走行時のふらつきの自覚が

ある群」と「自覚がない群」に分割。

自覚あり 自覚なし p
人数 (男性/女性) 16 (15/1) 7 (6/1) n.s.
年齢 71.6±5.4 72.1±2.9 n.s.
BMI 23.1±2.5 21.8±2.3 n.s.

Mann-Whitney U test
χ2検定で2群を比較

自覚あり 自覚なし p

片足立位時間 （秒） 46.7±14.3 55.2±8.3 n.s.

握力 （kg） 35.9±5.1 32.2±4.6 n.s.

視覚反応得点 16.7±0.39 16.5±2.6 n.s.

0

10

20

30

40

50

自覚あり 自覚なし

0

1

2

自覚あり 自覚なし

0

1

2

自覚あり 自覚なし 自覚あり 自覚なし

ふらつきの自覚がない群は自覚あり群と同様の転倒率を認めた

大殿筋筋力は、自覚あり群で有意に低下していた

不安定な被験者は、股関節外旋位で運転をする傾向があった

参加条件

自転車を日常利用している

歩行速度が1.0m/s以上

片足立位時間が20秒以上

走行の不安定性評価

17mの直線を2回走行し、ビデオで撮影

不安定性を1(不安定)～4(安定)で評価

自転車転倒率 大殿筋筋力

走行不安定性評価 不安定性が著明な例

研究の詳細、コメントはこちらの

QRからアクセスしてください！

高齢者のふらつき自覚と客観的な運転能力は異なっており、

ふらつきを自覚していなくても自転車転倒リスクに注意！MESSAGE

方法

身体機能の測定

握力    片足立位時間

大殿筋筋力 視覚反応得点

統計

結果

n.s.
p=0.04

37.5%
(6名)

42.9%
(3名) 1.97

±0.39

2.37
±0.48

2.3
±1.0 2.1

±0.9

n.s.
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